
GF影響を除くことによる三次調整力①のアセスメントⅡの実施方法について
（同一のリソースが複数の指令信号を受信した場合のアセスメント）

第２９回調整力の細分化及び広域調達の
技術的検討に関する作業会 資料２

２０２０年７月２８日

調整力の細分化及び広域調達の技術的検討に関する作業会 事務局



2本日ご議論いただきたい内容

◼ 第17回需給調整市場検討小委員会において、三次①を落札したリソースが複数の指令信号を同時に受信して応
動した場合、現時点では応動実績を指令信号毎に切り分けて評価する手法が確立されていないことから、アセスメン
トⅡの対象外とした上で、将来的な課題として、応動実績を指令信号毎に切り分けて評価する手法の検討を進め、
その手法が確立された場合はアセスメントⅡを実施することとして整理した。

◼ また、当面の対応として、三次①を落札したリソースが、運用時にGF機能を使用し、LFC機能を不使用とする場合に
おいて、GF機能の影響を取り除いたうえで三次①のアセスメントⅡを実施する方法について早期に検討することとした。

◼ 今回、その当面の対応として、GF機能の影響を除いた三次①のアセスメントⅡに関する手法について検討したことか
ら、その内容について本日ご議論いただきたい。



3（参考）需給調整市場の取引プロセスにおける各課題の位置づけ

出所）第5回需給調整市場検討小委員会（2018.7.31）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html


4（参考）同一リソースが複数の指令信号を受けた場合のアセスメントⅡについて

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


5（参考）第16回需給調整市場検討小委員会でのご意見

◼ 現状の中給システムにおける制約は理解するところであるが、将来的には三次①と三次②の切り分けも検討す
るべきではないか。
（辻委員ご発言）

◼ 現状の制約を踏まえた上で今回の整理に異論はないが、本来的には商品のリクワイアメントに対するアセスメン
トおよびその対価は一対一で紐づくものである。このため、中長期的には商品毎の切り分けも検討した方が良い
のではないか。
（市村拓斗委員ご発言）

【委員・オブザーバーからのご意見（複数商品のアセスメントについて）】

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


6（参考）複数の指令信号受信時のアセスメントに関する事業者からのご意見

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1参考をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html
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8目次
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9三次①のアセスメントⅡにおける今回の検討対象範囲

◼ 第17回需給調整市場検討小委員会において、三次①のアセスメント対象はΔkWを約定した落札ブロック内として
整理した。

◼ これを踏まえ、今回検討するGF影響を除くことによるアセスメントⅡの対象リソースは、三次①の落札ブロック内におい
て、LFC機能は応動せず、かつGF機能が応動しているリソースとして整理できるのではないか。

【今回の検討におけるリソースの対象範囲】

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


10（参考）今回の手法が適用されるリソースの分類について

◼ 同一のリソースが複数信号（GF、LFC、EDC）を受信した場合における各機能の状況および、需給調整市場検
討小委員会におけるアセスメントⅡの実施に関する整理は以下の通り。

◼ 今回の検討では、LFC機能を有さない、もしくはロックされたリソースのうち、GFおよびEDCが同時に使用されているリ
ソースについて、GFの影響を除外したアセスメントⅡの手法について検討する。

ケース GF LFC EDC 需給調整市場検討小委員会における整理

1 使用 使用 使用
アセスメントⅡ対象外

※継続検討

２ ロック 使用 使用
アセスメントⅡ対象外

※継続検討

３ 使用 ロック 使用
アセスメントⅡ対象外

＜今回の検討＞GF影響を除外し、アセスメントⅡを実施

４ 使用 機能なし 使用
アセスメントⅡ対象外

＜今回の検討＞GF影響を除外し、アセスメントⅡを実施

5 ロック ロック 使用 アセスメントⅡを実施

6 ロック 機能なし 使用 アセスメントⅡを実施
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12GFおよびEDCの応動

◼ 第14回需給調整市場検討小委員会において、発電機の周波数制御機能として、GFは極短周期成分（サイクリッ
ク分）に対応し、自ら周波数変動を検知した上で自端制御による細やかな出力調整を行うものであり、EDCは長周
期成分（サステンド分）に対応し、中央給電指令所からの出力信号に追従した応動を行うものと整理した。

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019.11.5）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


13（参考）時々刻々と変化する電力需要

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019.11.5）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


14（参考）ＧＦによる応動

出所）第2回調整力等に関する委員会（2015.6.12）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2015/chousei_02_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2015/chousei_02_haifu.html


15（参考）ＥＤＣによる応動

出所）第2回調整力等に関する委員会（2015.6.12）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2015/chousei_02_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2015/chousei_02_haifu.html


16（参考）需給調整市場における商品の要件

出所）第13回需給調整市場検討小委員会（2019.8.1）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_13_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_13_haifu.html


17

GFとEDCに対して同時に応動する場合のイメージ

同一リソースがGFとEDCに対して同時に応動する場合のイメージ

◼ 三次①を落札したリソースが、 GF機能を使用し、かつEDC信号を受信した場合の応動イメージは以下の通り。

◼ GF機能の使用により、細かく出力変動しながら、中央給電指令所から発信されるEDC指令値に追従した応動を行
うこととなる。

時間

出力

：EDC指令値

：応動実績

＜凡例＞



18GFの影響を除いた三次①のアセスメントⅡに関する検討の方向性

◼ 第14回需給調整市場検討小委員会において、平常時の変動に対する各商品区分別の必要量算定データの抽出
方法についてご議論いただいた。

◼ この中で、GFに該当する一次調整力は、「残余需要元データ ー 残余需要10分周期成分」で算定することとした。
これは、一次調整力以外の二次調整力①～三次調整力①までの成分が残余需要10分周期成分に含まれている
と考え、複数信号を同時受信した応動実績のデータから10分周期成分を差し引くことで一次調整力の必要量を算
出したと考えられる。

◼ これを踏まえると、 GFによって応動した影響を除いた三次①のアセスメントⅡの実施方法としては、GFとEDCを同時
に使用した応動実績に対し、10分移動平均を算出しGFの応動影響を取り除いた上でアセスメントⅡを実施すること
が、その方法の一つとして考えられるのではないか。



19（参考）各商品区分別の必要量算定データの抽出方法

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019.11.5）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


2010分移動平均を用いてGF影響を除くことによるアセスメントⅡの効果検証について

◼ 東京エリアの発電機において、GF使用、LFCロック、EDC使用ケースで実際に運転を行い、その発電機応動実績に
対して10分移動平均を算出した上でGF影響を除くことによるアセスメントⅡの効果検証を行った。

◼ その結果、GFとEDCが混在している対象時間帯において、一律に10分移動平均を算出した場合、EDC指令値が
変更されるタイミングでは、EDC指令値の変更に追従した出力変化を含む10分間の移動平均となるため、アセスメ
ントⅡにおける許容範囲を逸脱するケースが生じることが判明した。

:発電機出力(実績)

:許容範囲

:指令値

許容範囲からの逸脱

一律に10分移動平均を算出した場合の応動実績

＜凡例＞

:許容範囲

:指令値＜凡例＞ :発電機出力(10分移動平均)

【10分移動平均を用いてアセスメントⅡを行う場合のイメージ】

GFとEDCを同時に使用した場合の応動実績
（10分移動平均前）



21EDC指令値の変更を考慮したGF影響を除くことによるアセスメントⅡの検討の方向性に
ついて

◼ GFとEDCが混在している時間帯において、リソースがEDC指令値の変化に追従した応動をしているにも関わらず、一
律の10分移動平均値がアセスメントⅡの許容範囲を逸脱することでペナルティ対象となることは、合理的とは言えな
いことから、こうした状況を回避する手法を検討する必要があるのではないか。

◼ 回避する手法としては、EDC指令値の変化タイミングを除外し、同一のEDC指令値が発信されている期間において、
移動平均を算出することが考えられる。

◼ なお、現状、各社中給システムから発信されるEDC指令は、①EDC信号のみを発信、②LFC信号を重畳させて発
信、の2つのパターンに大別される。このうち、②LFC信号を重畳させて発信される場合については、EDC演算結果を
線形補間するなどし、LFCの制御周期で指令を発信しているが、EDC演算結果は、その周期において一つの値として
算出されることを踏まえ、 EDC演算周期の中ではその値を同一のEDC指令値とすることとしてはどうか。

GF影響を取り除くことによるアセスメントⅡのイメージ

10:1010:0510:00

A

地点Ａ

10:09地点

10:00～10:09の10点の移動平均

10:05地点

地点Ｂ 10:04～10:09の6点の移動平均

B指令値

EDC指令値の変化

※データの取り扱い等の詳細については、取引規程においてその内容を定めることとする。

（指令値が変化する点は除外）



22（参考）中給システムから専用線を用いた場合の指令の発信方法について

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


23（参考）三次①のアセスメントⅡの許容範囲の考え方について
(専用線を用いて指令を発信する場合)

出所）第17回需給調整市場検討小委員会（2020.6.12）資料2-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html

◼ 専用線を用いて指令を発信する場合の三次①におけるアセスメントⅡでは、EDC演算周期よりも短い間隔で指令
発信される場合、EDC演算周期の最後に出る値を指令値として、許容範囲を定めることと整理されている。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_17_haifu.html


24EDC指令値の変更を考慮した移動平均を用いてGF影響を除くことによるアセスメントⅡ
の効果検証について

◼ EDC指令値の変更を考慮した移動平均を用いて、GF影響を除くことによるアセスメントⅡを実施した場合の検証結
果は以下の通り。

◼ EDC指令値が変化したタイミングにおいてもその応動が許容範囲を逸脱しないことが確認された。このため、 EDC指
令値の変更を考慮した移動平均を用いて、GF影響を除くことによるアセスメントⅡを行うこととしてはどうか。
※大規模電源脱落による周波数の大きな低下のように、GF機能によるリソースの応動が極短周期とは異なる応動を取ったことが
合理的に判断できる場合は、本手法によるアセスメントⅡの対象外とすることもある。

一律に10分移動平均を算出した場合の応動実績
EDC指令値の変更を考慮した移動平均を

用いて算出した応動実績

:許容範囲

:指令値＜凡例＞ :発電機出力(EDC指令値の変更
を考慮した移動平均):許容範囲

:指令値＜凡例＞ :発電機出力(10分移動平均)

【EDC指令値が同一となる時間帯での移動平均を用いてアセスメントⅡを行う場合のイメージ】

許容範囲からの逸脱



25（参考）各一般送配電事業者の中給システムにおける指令周期を踏まえたGF影響を
除くことによるアセスメントⅡの実施イメージについて①

EDC指令値を線形補間していないエリア
(北海道、東北、東京、北陸、関西）

EDC指令値を線形補間しているエリア
(中国、四国、九州、沖縄)

• 計測点の前後5分の範囲において、EDC指令値が同一の場合は、
その間の10分移動平均を用いる。

• 計測点の前後5分の範囲において、EDC指令値が異なる場合は、
指令値が異なる時間帯を除いた移動平均を用いる。

• 計測点の前後5分の範囲において、線形補間前のEDC指令値が
同一の場合は、その間の10分移動平均を用いる。

• 計測点の前後5分の範囲において、線形補間前のEDC指令値が
異なる場合は、指令値が異なる範囲を除いた移動平均を用いる。

EDC制御周期毎で指令値を送信

500MW

0s
変化速度

10MW/分

550MW

5分

LFC制御周期毎で指令値を送信

600MW

が線形補間前
のEDC指令値

10分10s20s30s

EDC演算結果を
線形補間505MW

10分0分

出力

変化速度

10MW/分

500MW

550MW

600MW

5分 15分

650MW

30分

指令値を同一として
移動平均を算出

出所）一般送配電事業者より受領した情報をもとに作成

指令値 実出力値 移動平均の対象範囲＜凡例＞

＜東京エリアの例＞ ＜中国エリアの例＞

EDC指令値の変化タイミング
を除外し、移動平均を算出

EDC指令値が同一となる期
間の10分移動平均を算出



26（参考）各一般送配電事業者の中給システムにおける指令周期を踏まえたGF影響を
除くことによるアセスメントⅡの実施イメージについて②

パルスのEDC指令値を作成しているエリア
(中部)

・計測点の前後5分の範囲において、10分後のEDC目標値が同一の場合
は、その間の移動平均を用いる。
・計測点の前後5分の範囲において、10分後のEDC目標値が異なる場合
は、指令値が異なる範囲を除いた移動平均を用いる。

0

出力

変化速度

10MW/分
500MW

600MW

15分

650MW

LFC制御周期でパルスを作成

5

分
パルス
指令

10s20s30s

10分後の目標値

10

分

10s20s30s

10分後の目標値

現在出力

550MW

指令値 実出力値 移動平均の対象範囲＜凡例＞

指令値を同一として移動平均を算出

出所）一般送配電事業者より受領した情報をもとに作成
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28まとめ

◼ 三次①を落札したリソースが、運用時にGF機能を使用し、LFC機能を不使用とする場合において、GF機能の影響
を取り除いた上で三次①のアセスメントⅡを実施する方法は、以下の通りとしてはどうか。

✓ GFとEDCを同時に使用した応動実績に対し、10分移動平均を算出する。

✓ EDC指令値が変更されている時間においては、EDC指令値の変化タイミングを除外し、同一のEDC指令値が発
信されている期間において移動平均を算出する。

✓ なお、EDC信号がLFC信号を重畳させて発信される場合については、 EDC演算周期における演算結果の値を
同一のEDC指令値とする。

※大規模電源脱落による周波数の大きな低下のように、GF機能によるリソースの応動が極短周期とは異なる
応動を取ったことが合理的に判断できる場合は、本手法によるアセスメントⅡの対象外とすることもある。

◼ 上記の内容について一般送配電事業者に申し伝えた上で、データの取り扱い等の詳細も含め、三次①の取引規程
に定めることとしてはどうか。

◼ なお、LFC機能を使用した場合のアセスメントの方法については、引き続き検討を進めていく。


